
 

第 178 回女川原子力発電所環境調査測定技術会資料 

 

積算降水増分及び降水増加率の算出プログラムの修正に伴う 

女川原子力発電所環境放射能調査結果（令和６年度年報）の訂正について 

 

１ 概要 

  県及び東北電力では、環境モニタリングの参考として「積算降水増分※1」及び「降水増

加率※2」を算出しているが、令和７年度年報の作成過程において、当該項目の算出プログ

ラムに誤りがあることが判明した。 

調査の結果、当該誤りは、県が令和６年度に実施したテレメータシステムの更新に伴い

生じたものであり、令和６年度年報についても訂正が必要であることが確認された。 

このため、当該プログラムの検証及び修正を行い、適切に修正されたことを確認したこ

とから、令和６年度年報の当該項目を訂正するものである。 

※1 降水による空間ガンマ線量率の増分を降水の影響を受けている期間にわたって積算したもの 

※2 積算降水増分を降水量で除したもの（降水量１mm 当たりの空間ガンマ線量の上昇量） 

 

２ 訂正内容 

令和６年度 女川原子力発電所環境放射能調査結果 第４４巻５号 資料 ４（１）「イ 

月間測定値」表－４－１－４～１０について、別紙のとおり訂正するもの。 

 

３ 確認されたプログラムの誤り 

（１）積算降水増分が負の値になったときの処理 

積算降水増分が負の値となる場合は０とするべきところであったが、正しく算出

ロジックに反映されていなかった。 

（２）算出に用いるバックグラウンドの参照箇所の誤り 

日を跨いで降水が継続した場合や断続的に降水が発生した際のバックグラウンド

の参照箇所が誤っていた。 

 

４ 原因 

テレメータシステムの更新時にメーカーが県の発注仕様の一部を正しく算出ロジック

に反映せず、プログラムを作成していた。 

また、県では、過去の実測値を用いて、算出ロジックに基づき計算した理論値と更新後

のテレメータシステムの出力値が一致したという、メーカーからの報告を受けたことを

もって検収を行っており、仕様どおりの算出ロジックとなっているかについての確認が

不十分であった。 

また、令和６年度年報の作成時には、積算降水増分に負の値が発生していなかったこと

から、当該プログラムの誤りが顕在化せず、発見に至らなかった。 

参考資料－２ 



 

５ 再発防止対策 

  システム更新時においては、算出ロジックに係る仕様の反映漏れや解釈の相違が生じ

ないよう、仕様書の記載内容の充実を図る。 

また、更新作業に当たっては、メーカーとの十分な意思疎通を図るとともに、メーカー

から検証結果の報告を受ける際は、その妥当性を確認できる根拠資料の提出を求め、確認

を徹底する。 

  



別紙 

令和６年度 女川原子力発電所環境放射能調査結果 第 44巻５号 44～57 ページ 

４（１）イ 月間測定値 表－４－１－４～１０ 
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